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『習志野市史 別編 民俗』正誤表（平成 25年２月作成） 

ページ 行 誤 正 

口絵３  実籾大原神社 実籾大宮大原神社 

20 ９ 藤崎子守神社 藤崎子安神社 

26 ２ 東習志野原 習志野原 

37 ２ 貝類や、ハマグリ、ワタリガニ 貝類や、ワタリガニ 

62 ５ 大原神社 大宮大原神社 

12 鷺沼の根神社でも一月二七日にオビシャ

が行われる。 

鷺沼の根神社・八剱神社でも二月二〇日

にオビシャが行われる。根神社、八剱神

社の順で一緒に行われる（以前は別々に

行われていたという）。 

63 １ 二月二二日には屋敷の天津神社 一月二二日には屋敷の天津神社 

64 １ 三月一五日に 三月一五日（現在は一五日に近い日曜日）

に 

74 ９ 鷺沼で磯出式を行い、藤崎の子安神社、 鷺沼で禊ぎを行い、実籾の大宮大原神社、 

75 11 大原神社 大宮大原神社 

78 １月下旬 （実籾大原神社20日） （実籾大宮大原神社20日） 

１月下旬 オビシャ（鷺沼根神社27日） 〔２月下旬〕オビシャ（鷺沼根神社・八

剱神社20日） 

２月下旬 オビシャ（屋敷天津神社22日） 〔１月下旬〕オビシャ（屋敷天津神社22

日） 

３月上旬 劔祭り（鷺沼八剣神社１日） 剣祭り（鷺沼八剱神社１日） 

79 10月中旬 八剣神社例祭 八剱神社例祭 

10月中旬 大原神社 大宮大原神社 

101 11 津田沼町の発足に際して、歴代の町長は 津田沼村の発足に際して、歴代の村長は 

107 ８ 産後二一目の 産後二一日目の 

122 15 残った和紙は「仏様に 残った和紙は仏様に「 

127 12 鎌ヶ谷市 鎌ケ谷市 

129 ２ 津波 津波（高潮） 

140 13 明治四一三年生 明治四三年生 

183 図２ （国土地理院発行「５万分の１地形図」

より） 

〔削除〕 

184 ６ 大津波 高潮 

193 18 大堀米 大堀込 

194 ４ 大堀米 大堀込 

６ 大堀米 大堀込 

196 17 久々田と津田沼 久々田と鷺沼 

200 

 

 

 

 

７ 厰舎 廠舎 

８ 昭和一二年（一九三七）には騎砲連隊、

戦車第二連隊が置かれた。 

昭和八年（一九三三）には戦車第二連隊、

昭和一〇年（一九三五）には騎砲兵大隊

（のち騎砲兵連隊）が置かれた。 

14 騎砲隊第二連隊 騎砲兵連隊 
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ページ 行 誤 正 

200 16 騎兵第一四連隊の跡地（現・泉町） 戦車第二連隊の跡地（もと騎兵第一四連

隊、現・泉町） 

201 図６ 国土地理院発行「５万分の１地形図」よ

り 

〔削除〕 

203 

 

１ 糧秣厰 糧秣廠 

２ 厰舎 廠舎 

６ 鉄道第三大隊 鉄道連隊第三大隊 

８ 鉄道第三大隊 鉄道第二連隊 

９ 同大隊の倉庫敷地 同連隊の材料廠敷地 

18 昭和元年（一九二六） 大正一五年（一九二六） 

225 ４ 大原神社 大宮大原神社 

５ 大原神社 大宮大原神社 

６ 大原神社 大宮大原神社 

229 ５ 太宰府 大宰府 

10 大原大宮神社 大宮大原神社 

16 大原大宮神社 大宮大原神社 

230 ４ 大原大宮神社 大宮大原神社 

233 15 大原大宮神社 大宮大原神社 

236 ２ 大原大宮神社 大宮大原神社 

17 大原大宮神社 大宮大原神社 

237 ９ 大原大宮神社 大宮大原神社 

238 図 大原大宮神社 大宮大原神社 

14 大原大宮神社 大宮大原神社 

239 ４ 大原大宮神社 大宮大原神社 

８ 大原大宮神社 大宮大原神社 

11 大原大宮神社 大宮大原神社 

242 16 丸田公民館 菊田公民館 

243 16 大原大宮神社 大宮大原神社 

250 16 臨兵闘者皆陳列在前 臨兵闘者皆陣列在前 

257 ５ 畑に作った 畑で作った 

７ 畑を工作して 畑を耕作して 

266 ４ この辺りの 〔一字下げ〕 

301 ４ 市政施行以前から 市制施行以前から 

314 17 市政以降に 市制施行以降に 

315 ７ 元眼寺 慈眼寺 

316 11 市政以前から 市制施行以前から 

318 ９ 社団法人農村漁村文化協会  社団法人農山漁村文化協会 

17 『京成電鉄五十五周年』 『京成電鉄五十五年史』 

319 ３ 『別編 民俗編』 『別編 民俗』 

 


